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光
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聞
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光
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厚

論

ず
べ
て
の
物
質
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一
定
の
高
温
度
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鶏
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ら
れ
る
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の
様
友
光
は
ル
ミ
ネ
ス
セ
ン
ス

E
H
E耳切内
g
s
と
綿
構
さ
れ
て
ゐ
る
。

と
光
を
費
す
る
が
、
そ
れ
以
下
の
温
度
で
も
光
を
奮
す
る
種

ル
ミ
ネ
ス
セ
ン
ス
の
内
、
光
ヱ
ナ
1
ジ

ー
が
原
因
と
た
る
場
合
は

衆
知
の
如
く
、
燐
光

MMVSZogngs
と
呼
ば
れ
、

k

た
相
場
合
が
あ
っ
て
バ
そ

又
盛
光

E
s
g
R
g
R
と
云
は
れ
る
も
の
は
そ
の
原
因

之
去
、
品
ば
直
ち
に
滑
去
る
一
種
。
ル
ミ
ネ
去
ぞ
ン
ス

と
た
る
光
【
刺
戟
光
)
が
消

守
あ
る
。
盛
光
現
象
は
古
《
か
ら
知
ら
れ
、

ス
ト
I

h
Z
去

Rω
吋
@
同
署
〉
の
研
究

κょっ



て
、
豊
光
の
波
長
陪
ザ
般
に
そ
の
刺
戟
光
の
波
長
£
h

り
長
い
事
が
知
ら
れ
・
て
ゐ
る
・
紫
外
線
の
様
念
短
波
長
の
売
は
種
k

念
物
質
陀
壁
発
現

象
b
z
起
す
の
で
あ
忍
。

あ
る
物
質
の
盛
光
陰
刺
戟
光
と
そ
の
物
質
の
種
類
と
に
ぶ
つ
て
定
ま
勺
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
他
。
方
法
で
識
別
困
難
な
近
似
の
物
憾
で

も
、
豊
光
が
草
司
じ
ぐ
異
っ
て
ゐ
る
錆
め
に
識
別
の
出
来
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
で
感
術
上
や
賓
際
上
の
会
4
の
分
野
に
於
て
、
筆
光
は
↓
つ

。
指
示
法
と

L
て
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
‘
穀
物
や
種
々
の
農
産
物
に
就
で
も
主
に
其
等
の
鑑
別
注
目
的
と
し
て
、
は
が
に
述
ぺ
る
様
に
可
成
hv

数
多
く
盤
先
に
闘
す
る
報
告
が
出
で
ゐ
る
。
断
片
的
な
物
が
多
く
、
極
め
る
事
は
容
易
で
な
い
が
、
著
者
の
讃
み
得
た
共
等
の
報
告
を
整
理

し
晴
也
、
同
?
に
抄
録
し
て
見
度
い
と
思
ふ
。

多
〈
の
種
類
の
植
物
種
子
の
盛
光
を
観
察
し
て
、
と
の
方
面
の
研
究
の
端
緒
と
た
っ
た
の
は
、

M
q
，ン
ト
ネ
ル
〈
お
・
主
V

の
論
文
で
あ
ら

カ
ル
ス
テ
ン

3
3
に
よ
る
と
、
調
逸
で
は
ポ
ッ
プ
(
H
C
M
)

三
会
一
六
年
〉
が
先
づ
そ
の
最
初
で
あ
る
&
の
事
で
る
る
・
彼
は
穀
物
の
粉
に
就
て
、
小
委
の
凪
怖
と
ラ
イ
萎
の
M
W
E
と
は
壁
串
ん
に
よ
っ
て
医
別
出
来

何
時
頃
か
ら
農
産
物
に
挽

τ盛
光
が
注
意
さ
れ
始
め
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、

な
い
が
、
↓
ヘ
宿
賓
の
組
制
と
馬
鈴
薯
の
勝
L
C

の
直
別
、
及
び
↓
へ
豆
の
勝
、
と
輪
一
一
息
の
M
W
と
の
直
別
ほ
容
易
で
あ
る
と
言
ふ
様
念
事
を
埠
ベ
て
ゐ
る
。

ポ
ル

T
l
ル

2
5
M
も
略
同
様
た
観
察
を
稜
表

L
た
。
と
れ
に
槙
い
て
種
子
検
奈
等
の
方
商
に
も
こ
、
三
の
報
告
が
表
は
れ
て
ゐ
る
・

ニ
、
各
種
の
種
子
に
見
畠
れ
芯
蛍
光
に
就

τ

ぅ
。
彼
は
種
子
の
表
面
、
切
断
面
叉
は
鹿
砕
さ
れ
た
内
部
及
び
費
芽
し
た
幼
植
物
の
盛
光
を
観
察
し
た
.

見
ら
れ
な
い
も
の
が
多
い
が
、
般
車
物
で
は
青
色
の
盛
光
を
費
す
る
種
類
が
多
ぐ
、
叉
黄
色
聾
光
を
費
す
る
種
類
も
あ
る
。
種
予
の
内
部
門
匪

二
五
一

一
般
に
種
子
の
表
面
に
は
聾
光
が

察
外
線
に
よ
る
般
物
の
蛍
光
の
研
究

第
一
報



繋
外
線
に
よ
る
般
駒
の
蛍
光
の
研
究

第
一
般

現
〉
は
、
大
部
分
の
種
類
で
は
青
色
盛
光
を
脅
す
る
。
併
し
腕
豆
、

二
五
ニ

ク
ロ
ー
バ
ー
等
で
は
黄
色
で
あ
り
、
叉
亜
麻
、
十
字
花
科
、
報
科
の
あ

る
種
類
で
は
緑
色
畳
光
を
聾
す
る
も
の
も
あ
る
。
彼
の
観
察
し
た
種
子
は
非
常
に
多
種
類
で
金
部
を
場
げ
る
事
は
出
来
友
い
が
、

と
の
様
に

種
類
に
よ
っ
て
盛
光
の
築
た
っ
て
ゐ
る
事
が
判
る
。
安
科
の
種
子
は
盛
光
の
費
異
に
富
む
様
で
あ
っ
て
、
蜜
豆
、
腕
豆
、
ル
1
ピ
ン
、
扇
亙

等
に
は
、
品
種
に
よ
っ
て
、
種
子
切
断
面
の
線
色
盛
光
を
聾
す
る
も
の
と
、
ブ
ロ
ン
ズ
色
の
盛
光
を
避
す
る
も
の
と
、
こ
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

る
と
の
事
で
あ
る
.

倫
小
事
索
、
ラ
イ
妻
、
大
葬
等
に
於
て
は
、
冊
子
質
の
粒
〔
切
断
面
V

は
粉
蹴
質
の
粒
よ
り
強
い
盛
光
を
賛
す
る
。
燕
妻
、
玉
萄
黍
等
で
も

粒
質
に
よ
る
葺
光
の
差
異
が
見
ら
れ
る
・
泰
播
性
、
秋
播
性
に
よ
る
差
は
な
い
。
此
等
に
就
て
は
、

7

オ
ス
(
昆
O
)
も
小
委
の
盛
光
を
観
察

し
て
同
様
な
結
果
を
述
べ
て
ゐ
る
。
向
フ
オ
ス
(
H
M
ご
は
叉
、
小
委
の
未
熟
の
梓
の
盛
光
を
視
察
し
、
赤
穂
種
と
白
欄
種
で
は
、
そ
の
畳
光

の
異
な
る
事
を
報
告
し
て
ゐ
る
。

品
種
聞
の
埜
光
の
差
異
も
、
二
、
ロ
一
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
る
。
タ
ウ
ス
及
び
ル
ム
(
H
H
A
ど
に
よ
る
と
、
小
菱
を
夫
k

青
色
、
弱
い
青
色
、
線
、

鈍
い
褐
色
の
盛
光
を
費
す
る
四
つ
の
組
に
分
け
る
事
が
出
来
る
と
の
事
で
あ
る
。
ア
ル
プ
レ
ツ
チ

G
V
に
よ
る
と
大
萎
は
系
統
に
よ
り
線
、

育
、
又
は
紫
色
の
畳
光
一
を
賞
す
る
と
の
事
で
る
り
又
、
ヒ
ユ
ル
ゼ
マ
ン
(
雪
V

は
、
多
大
事
実
は
品
種
に
よ
り
盛
光
を
異
に
す
る
と
述
ペ
て
ゐ

る

ヘ
ル
ボ

1
3
3に
よ
る
と
、
白
色
、
黄
色
、
夜
色
及
び
黒
色
の
燕
萎
の
粒
は
夫
k

異
っ
た
盛
光
を
賛
す
る
と
の
事
で
あ
る
。
燕
萎
に
就

い
℃
は
ア
ケ
ル
ベ
ル
グ
(
M
V

も
、
白
色
粒
種
と
黄
色
粒
種
と
は
畳
光
に
よ
匂
て
直
別
出
来
る
事
、
そ
の
交
配
b

も
す
る
と
H

H

M

W

H

H

に
分
躍
す

る
が
、
そ
の
ヘ
テ
ロ
ザ
イ
ゴ

1
ト
は
盛
光
が
弱
い
事
、
そ
の

E
g
o広
々
官
は
盛
光
に
よ
っ
て
底
別
出
来
た
い
事
等
を
報
告
し
て
ゐ
る
・
併

し
著
者
の
見
る
虞
に
よ
る
と
毅
物
に
於
て
は
、
品
種
に
よ
る
畳
光
の
差
異
・
は
一
般
に
絵
り
明
瞭
で
な
い
場
合
が
多
い
様
で
あ
る
・
シ
ユ
メ
ラ



1
2ご
は
牧
樺
年
度
の
異
っ
た
援
物
や
牧
草
の
種
子
を
多
数
集
め
、
畳
光
を
観
察
し
た
が
、
種
子
の
表
面
の
盛
光
に
よ
っ
て
も
、
叉
切
断
面

の
畳
光
に
よ
っ
て
も
、
何
等
確
か
な
鑑
別
は
出
来
-
な
か
っ
た
。
彼
は
畳
光
は
、
種
々
の
環
境
や
牧
種
時
の
天
候
ゑ

E
で
非
常
に
費
り
易
い
も

の
で
あ
ら
う
と
述
べ
て
ゐ
る
・

種
子
の
盛
光
と
共
に
、
幼
植
物
の
壁
光
も
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
・
グ
シ
ト
ネ
ル
《
前
掲
)
は
多
く
の
種
類
の
種
子
を
漉
紙
上
に
費
芽
さ
せ
て

置
床
後
六
乃
至
十
日
目
の
も
の
に
就
て
壁
光
を
観
察
し
た
。
そ
の
結
果
を
見
る
と
無
盛
光
の
も
の
も
あ
る
が
、
幼
棋
や
匪
軸
が
青
色
の
畳
光

を
費
す
る
も
の
が
少
〈
た
い
。
叉
乾
科
で
は
黄
色
の
盛
光
を
費
ず
る
も
の
も
あ
る
。
向
、
特
に
ク
ロ
ー
バ
ー
、
ア
ル
フ
ア
ル
フ
ァ
等
に
は
、

種
々
な
特
徴
の
あ
る
畳
光
色
が
見
ら
れ
る
。
併
し
そ
れ
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
の
品
種
や
産
地
を
直
別
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
併
し
燕
奏
で

シユ

一一メラ

I

A
前
掲
〉
も
幼
植
物
の
豊
光
を
観
察
し
‘
犬
豆
の
品
種
及
び
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
と
ハ
イ
プ
リ
ツ
ド
ク
ロ
ー
バ
ー
と
は
そ

は
、
そ
の
白
粒
種
と
貰
粒
種
を
幼
棋
の
畳
光
の
強
さ
に
よ
っ
で
直
別
し
得
た
。

イ
タ

q
ア
wJ

ラ
イ
グ
ラ
ス
の
幼
棋
は
温
紙
上
に
美
し
い
重
色
の
蛍
光
一を
賛
す
る
痕
跡
を
費
し
た
が
、
イ
ン
グ
リ
ツ
シ
品

『フ
イ
グ
ラ
ス
の
夫

れ
は
と
の
現
象
を
現
は
さ
も
品
か
っ
た
。
と
の
二
種
の
種
子
を
他
の
方
法
で
直
別
す
る
事
は
閤
難
で
あ
る
か
ら
、
右
の
費
見
は
種
子
検
査
の
上

に
も
有
用
ゑ
も
の
で
あ
る
。
併
し
と
れ
に
就
て
は
‘
向
、
そ
の
後
多
〈
の
人
達
に
よ
っ
て
、
そ
の
確
貫
性
や
遺
体
等
が
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
か

ら
‘
項
を
更
め
て
述
べ
る
と
と
L
ず
る
。

の
幼
棋
の
畳
光
に
よ
っ
て
直
別
出
来
る
と
遺
ペ
て
ゐ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
ク
ロ
ー
バ
ー
の
幼
根
は
黄
色
畳
光
を
費
し
、

ハ
イ
プ
リ
ツ
ド
ク
ロ

1
バ

ー
に
於
て
は
青
色
豊
光
が
見
ら
れ
あ
・
向
彼
に
よ
る
と
幼
根
の
畳
光
に
は
弐
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
の
事
で
あ
る
。

て
費
茅
に
用
ひ
た
描
紙
上
に
壁
光
を
費
す
る
痕
跡
を
避
す
も
の
。

繋
外
線
に
ま
る
殺
物
の
蛍
光
の
研
究

錫
一
報

一一五三



業
外
線
に
よ
る
般
駒
田
の
蜜
光
の
研
究

第
一
般

ヒ
ポ
コ
テ
イ
ル
の
表
面
だ
け
が
盛
光
を
費
す
る
も
の
。

二
五
幅
四

一一、
エ
ピ
コ
テ
イ
ル
、

一
一
一
、
幼
棋
の
表
面
志
内
部
も
盛
光
を
賞
す
る
も
の
。

十
字
花
科
の
二
、
一
二
の
作
物
種
子
を
泌
紙
ム
に
費
芽
さ
せ
、
そ
の
幼
根
が
盛
先
物
質
を
分
泌
す
る
事
を
観

察
レ

τ、
措
紙
上
の
盛
光
と
幼
根
細
胞
液
の
盛
光
と
は
近
似
し
て
ゐ
る
幕
、
又
そ
の
盛
光
色
。
輩
に
よ
り
種
子
の
資
芽
の
時
の
化
接
的
費
化

田
口
〈
同
国
領
》
は
桑
及
び
驚
科

の
差
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
は
た
い
か
と
言
ふ
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。

以
主
の
報
告
を
見
る
と
、
多
く
の
作
物
種
子
は
青
色
の
盛
光
を
賛
す
る
が
、
近
似
0
種
類
自
…
聞
に
顕
著
な
差
の
あ
-
る
場
合
は
る
ま
砂
多
く

な
い
ゃ
う
で
あ
る
・
唯
ニ
つ
の
も
の
の
聞
に
、
明
瞭
な
差
の
あ
る
場
合
に
だ
け
鑑
定
の
一
つ
の
補
助
手
段
と
し
℃
利
用
し
縛
る
で
あ
ら
う
と

思
は
れ
る
・

ロ
シ
ヤ
で
は
カ
メ

ν
ス
キ

l
及
び
オ

ν
シ
ヨ
d

門
会
ご
が
次
の
様
な
用
途
を
血
事
げ
て
ゐ
る
。

て
蒋
の
豊
光
に
よ
9
て
燕
奏
の
白
粒
種
と
貧
粒
種
を
直
別
す
る
。

二
、
匪
乳
の
盛
光
に
よ
h
v
大
事
変
品
種
を
直
別
す
る
。

ゴ
一
‘
水
侃
浸
し
て
後
盛
光
を
見
て

h
v
s
s
h
wミ
h
e
s
"
と

hu
・s
d
S
R
と
を
直
別
ず
る
・

園
、
諸
紙
上

κ幼
棋
が
盛
光
を
費
す
る
痕
跡
在
費
す
か
否
定
よ
h
v
、
む
を
と

五
.
種
子
の
縦
断
面
の
餐
光
に
よ
り
胡
瓜
の
品
種
、
叉
西
瓜
と
メ
ロ

Y
@
種
子
を
区
制
す
る
。

六
、
雑
草
、
十
字
花
科
等
で
鑑
別
困
難
な
る
場
合
、
種
子
縦
断
面
の
盛
光
を
見
る
と
、
有
用
た
場
合
が
あ
る
。

句
馬
鈴
薯
の
品
種
。
区
別
が
、
塊
棋
の
切
餅
商
の
盛
光
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
画
家
る
s



豆
、
盤
光
の
蟹
化
等
に
就

τ

穀
物
の
盛
光
は
同
一
品
種
で
も
粒
に
よ
っ
て
異
っ
て
ゐ
る
。
ザ
イ
デ
ル

(
5
3
に
よ
る
と
、
小
委
の
同
じ
品
種
の
粒
の
中
に
、
輝
し
い
青

色
、
緑
青
色
、
拍
車
円
色
、
褐
色
等
の
盛
光
を
費
ず
る
粒
が
見
ら
れ
、
叉
品
種
に
よ
っ
て
各
の
含
れ
る
歩
合
が
異
つ
℃
ゐ
る
と
の
事
マ
あ
る
・

盛
光
が
弱
い
粒
、
叉
緑
色
の
畳
光
を
費
ず
る
粒
は
、

一
般
に
市
さ
く
充
賢
レ
℃
ゐ
た
い
様
で
あ
る
・

グ
ウ
ス
及
び
ル
ム
九
回
同
品
)
に
よ
る
&

集
外
舗
に
よ
る
段
物
の
蛍
光
の
研
究

町
田
一

mm

二
五
五

小
葬
で
は
緑
色
の
盛
光
を
費
ず
る
粒
は
織
が
よ
っ
て
ゐ
て
小
さ
く
、
未
熟
の
中
に
牧
穫
さ
れ
均
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
そ
の
含
水
量
や
費
芽

に
は
差
が
た
い
、
併
し
そ
れ
は
牧
穫
後
年
月
が
経
っ
と
共
に
減
少
す
る
と
の
事
ぞ
あ
る
。
又
盛
光
が
弱
く
補
色
に
見
え
る
粒
ら
小
さ
く
て
口
問

質
の
劣
っ
た
も
の
で
る
る
と
述
べ
て
ゐ
る
.
パ
ル
パ
ア

F
2〉
も
略
同
様
な
事
を
埠
ぺ
て
ゐ
る
・

併
し
小
褒
粒
に
見
ら
れ
る
繰
色
の
盛
光
に
就
て
は
、
ザ
イ
ヂ
ル
(
前
掲
〉
は
微
に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
を
確
め
て
ゐ
る
。
彼
に
よ
る
と
そ

の
維
色
盛
光
は
粒
の
表
面
に
頻
h

斑
黙
般
に
表
は
れ
、
そ
の
部
分
に
は
菌
締
が
見
ら
札
る
・
そ
の
織
は
ペ
阜
、
V
H
ユ
-
V
ム
同

M
g
E
E
C
S
の

種
類
の
も
の
で
そ
れ
を
構
類
又
は
織
維
棄
を
含
む
培
養
基
で
培
養
す
る
と
、
粒
O
表
面
と
同
巴
様
念
維
色
の
埜
光
を
蜜
し
、
叉
消
毒
し
た
小

市
安
粒
に
接
種
し
て
も
同
様
に
蜂
色
盛
光
が
見
ら
れ
る
と
の
事
で
あ
る
・

種
子
の
新
奮
に
よ
る
盛
光
の
費
化
応
就
ゼ
は
ュ
イ
タ
ン
メ
ル
〈

@
3
が
新
し
い
種
子
と
、
古
い
、
又
は
品
質
の
筈
は
れ
た
種
子
と
の
盛
光

が
比
駿
し
て
ゐ
る
e

彼
の
結
果
を
掲
げ
る
と
、
左
O
如
く
で
あ
っ
て
、
盛
光
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
、
種
子
の
新
奮
が
直
別
出
来
る
と
の
事

で
る
る
・現

豆

《

M
J
.
E
S
Zな
2
3
u
赤
い
斑
舶
の
る
る
ラ
イ
ラ
ッ
ク
色
の
盛
光
、
古
い
材
料
で
は
赤
い
斑
黙
が
見
ら
れ
な
い
。



察
外
線
に
よ
る
般
物
の
蜜
光
の
研
究

第
一
線

二
五
六

菜

豆

〈M
M』

Fashge三
宮
崎
4
・
)
ラ
イ
ラ
ッ
ク
色
の
盛
光
、
そ
れ
は
古
い
種
子
に
は
見
ら
れ
た
い
。

軍

立

(5aa
』
司
急
白
)
年
齢
に
よ
っ
て
深
青
色
か
ら
白
黄
色
に
費
る
。

や
は
や
た
ん
ど
A
J

ペヨ
a
a
Zき
と
輝
レ
い
緑
色
の
盛
光
、
そ
れ
は
古
い
種
子
に
は
見
ら
れ
な
い
。

亜

麻

宮
古
a
s
s
-
H
a
S包
ヨ
健
三
宮
豆
と
同
様
で
あ
る
・

犬

麻

ペ

qasa--町
同

a
a
g
)
繰
色
の
盛
光
、
古
い
種
子
は
鈍
い
白
色
で
あ
る
。

胡
桃
、
棒
、
ア
1
毛
ン
戸
、
新
し
い
時
は
ラ
イ
ラ
ッ
ク
色
‘
・
弐
第
に
黄
色
の
盛
光
を
費
す
る
。

無
し
で
乾
燥
し
た
所
、

一
O
五
度
で
は
青
色
豊
光
は
殆
ん
ど
失
は
れ
て
資
褐
色
に
な
っ
た
。
叉
九

O
M
の
漁
度
で
二
日
間
漁
ら
し
た
所
、
徹

小
委
、
ラ
イ
妻
、
・
だ
奏
等
は
、
常
に
青
色
の
埜
光
を
費
す
る
か
ら
、
盛
光
に
よ
っ
て
そ
の
新
奮
を
直
別
出
来
な
い
。

設
物
巴
一
、
三
の
庖
理
を
加
へ
た
場
合
の
壁
光
の
費
化
も
報
告
さ
れ
て
ゐ
る
。
ザ
イ
デ
ル
(
前
掲
〉
は
小
委
を
一

O
五
度
及
び
五
二
度
に

フ
オ
ス
(
前
掲
V

等
は
、
粒
の
費
茅
と
共

に
盛
光
の
弱
く
な
る
事
を
胞
察
し
て
ゐ
る
・
パ
ル
パ
ア
ド
(
前
掲
)
は
、
叉
設
物
を
ア
ル
カ
リ
で
鹿
理
す
る
と
責
繰
色
の
盛
光
を
費
ず
る
様

の
た
め
緑
色
の
盛
光
が
多
く
た
り
、
そ
れ
は
再
び
乾
燥
し
て
も
費
ら
友
か
っ
た
。
叉
ザ
イ
デ
ル
、

に
な
り
‘
ぞ
れ
は
酸
に
入
れ
る
と
失
は
れ
る
の
を
見
て
ゐ
る
。
ア
ル
カ

H
は
盛
光
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ヂ
ル
ツ

2
3に
よ
る
と
、

木
材
な
ど
で
も
ア
ル
カ
リ
液
に
よ
っ
て
強
い
資
雑
色
埜
光
が
見
ら
れ
る
と
の
事
で
あ
る
.
フ
オ
ス

2
m
g
は
ア
ル
カ
リ
を
用
ひ
て
、
小
婆
の

盛
光
の
差
を
摘
大
し
よ
う
と
試
み
た
が
、
そ
れ
は
失
敗
に
終
っ
て
ゐ
る
・

此
等
の
報
告
に
よ
る
と
、
般
物
の
伺
じ
品
種
の
中
に
も
、
種
々
友
色
調
や
強
さ
の
異
っ
た
盛
光
を
費
す
る
粒
が
見
ら
れ
、
叉
盛
光
は
鑑
定
化

し
易
い
も
の
で
あ
る
事
が
考
へ
ら
れ
る
・
併
し
そ
の
費
化
の
機
械
は
明
か
で
左
い
。
ザ
イ
デ
ル
〈
前
掲
)
は
環
境
、
特
に
牧
嘩
時
の
俵
件
に
よ



回
、
蛍
光
物

質
等
に
就

τ

っ
て
盛
光
は
異
た
る
故
‘
盛
光
に
よ
っ
て
そ
の
種
子
の
債
依
b
h
知
る
事
が
尚
来
る
と
曾
。

τゐ
る
が
、
そ
れ
に
麓
て
賓
験
は
し
て
ゐ
な
い
揃

で
あ
る
。

此
等
の
種
子
の
盛
光
が
化
率
的
に
如
何
な
る
物
質
に
基
く
の
で
あ
る
か
は
全
く
知
ら
れ
て
ゐ
た
い
。
併
し
植
物
の
液
汁
に
含
れ
る
盛
光
物

質
は
、
セ

2
2
5、
ペ
ト
リ
〈

g
w
M
g〉
に
主
る
と
、
配
備
惜
の
類
で
あ
る
と
の
事
で
あ
'る
.
そ
の
畳
光
物
質
は
水
や
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
っ

て
浸
出
出
来
、
そ
の
盛
光
色
は
殆
H
C
青
色
で
あ
る
・
タ
予
イ
ン
友
ぴ
リ
ン
ゼ
ル
ミ
ωv、
グ
ル
ツ
2
9
)
等
は
木
材
に
於
け
る
盛
光
物
質
の
分
布

を
研
究
し
、
そ
の
物
質
は
フ
ル
オ
ロ
・グ
ル
コ
タ
シ
ノ
イ
ド

(
E
Z
?駒田
区
内
。

l
E
E
3
で
あ
ら
う
と
首
っ
て
ゐ
る
・

併
し
種
子
の
盛
光
都
如
何
た
る
物
質
に
よ
る
の
か
は
想
像
出
来
な
い
・
ワ
1
ル
2
M
M
)
は
多
く
の
種
類
の
メ
ル
ク
製
の
純
特
た
拙
需
品
の
盛

光
を
調
奈
し
た
.
彼
の
結
果
を
見
る
と
情
類
、
イ
ヌ

F
シ
、
澱
粉
、
J

ア
キ
ス
ト
リ
シ
、
配
植
樹
、
蛋
白
質
、
油
脂
等
は
凡
て
育
乃
王
室
の
畳

光
を
奮
す
る
の
で
あ
る
a

或
は
種
子
の
盛
光
も
、
特
定
の
盛
光
物
質
に
基
く
も
の
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
、
そ
の
費
り
易
い
の
は
、

恐
ら
〈
分
解
、
酸
化
、
還
元
等
の
種
々
な
化
事
的
型
化
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。

メ
ツ
ネ
ル
〈
@
む
に
よ
る
と
、
種
々
な
植
物
の
種
子
を
数
十
分
水
に
浸
す
と
、
浸
出
液
に
盛
光
が
見
ら
れ
る
・
そ
の
盛
光
は
大
抵
青
色
で
あ

る
が
‘
植
物
の
種
類
に
よ
P
そ
の
強
さ
や
色
調
が
異
な
る
・
畳
光
色
素
に
は
光
力
事
作
用
を
有
す
る
も
の
が
多
い
事
が
知
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ

れ
で
績
は
と
の
種
子
を
潰
し
た
水
の
埜
売
と
、
を
の
種
子
の
費
芽
に
於
凶
り
る
軒
町
光
性
と
に
閥
係
が
た
い
か
ど
う
か
を
調
奈
し
た
が
、
そ
札

に
は
明
か
た
鰯
係
が
認
め
ら
れ
念
か
っ
た
.
畳
光
物
質
は
紫
外
線
を
吸
牧
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
種
子
に
劃
し
て
何
等
か
の
生
理
作

業
外
線
に
よ
る
敏
衡
の
蛍
光
の
研
究

第
一
一
報

一
一
五
七



用
を
持
4っ
て畳嘗

ゐ外

る ーーかに
)!本

ze 
も 33
判垂
ら光
売. (T.) 

¥{¥研
事究
で
あ
る

虜
一
眼

二
五
H
A

種
子
の
各
組
織
に
見
ら
れ
る
盛
光
に
就
て
は
、
グ
ル
ン
ス
タ
イ
ド
ル
包
ご
が
小
委
粒
の
横
断
切
片
を
観
察
し
て
ゐ
る
。
彼
の
結
果
を
事
げ

る
と
、
次
の
如
く
で
あ
る
・

表中横管

統

皮

果

皮

明
る
い
タ
F
1
A
色

黄
色
を
帯
び
た
続

白 ピ
シ
タ
色
を
務
び
る

色

晴輝

し

い

青

色
黒

育 細
胞
膜
青
色
、
細
胞
含
有
物
緑
色

色

賞育

緑

色

併
し
切
片
の
厚
さ
に
よ
っ
て
盛
光
は
異
な
る
と
の
事
で
あ
る
。
叉
切
片
に
紫
外
観
を
透
過
し
た
場
合
と
、
そ
の
表
面
に
照
射
し
た
場
合
と

色

種硝糊匪縫毛

細

胞

細

胞皮

子

暦

勝

暦乳

~ 
日

鵠

で
は
回
開
た
る
で
あ
ら
う
。

種
子
の
表
面
に
見
ら
れ
る
畳
光
が
、
ど
の
組
織
か
ら
聾
す
る
の
で
あ
る
の
か
も
、
知
ら
れ
て
ゐ
た
い
様
で
あ
る
。
バ
ル
パ
ア

y
(前
掲
u
k



ど
る
と
.
果
皮
は
盛
光
を
費
し
な
い
1
d

の
事
で
あ
り
、
叉
タ
ウ
ス
及
び
ル
ム
は
種
子
の
呆
皮
の
薄
い
部
分
が
袋
光
が
強
い
と
言
っ
て
ゐ
る
-

併
し
，
と
れ
ば
判
ら
な
い
事
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
・

五

ロ
リ
ウ
ム
属

(
』
い
え
2
3
)
の
種
類
聞
の
蛍
光
の
差
異
£
毛
の
遺
憾

牧
草
種
予
の
検
守
党
は
困
難
な
も
の
で
あ
る
。
ラ
イ
グ
ラ
ス
の
類
で
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
大
値
有
世
で
あ
り
、
ペ
レ
ユ
ア
ル
ラ

イ
グ
ラ
え
は
無
非
」
で
あ
る
が
、
必
や
し
も
そ
う
で
は
赴
く
、
ベ
レ
旦
ア
ル
の
中
に
イ
タ
リ
ア
ン
の
種
子
が
混
合
し

τゐ
る
様
念
場
合
に
は
、

そ
れ
を
遁
確
に
寓
別
す
る
事
は
出
来
な
い
。
叉
機
械
調
製
し
た
場
合
は
世
を
除
い
℃
し
ま
ふ
の
で
全
く
直
別
出
来
な
い
。
頴
の
裏
側
の
歯
に

よ
っ
て
と
の
こ
種
を
区
別
す
る
方
法
も
あ
る
が
、

ヘ
ル
ポ
1
〈
gvに
よ
る
之
、
そ
れ
も
徐
り
信
頼
出
来
な
い
正
の
事
で
あ
る
。
そ
れ
で
前
速

の
ヂ
ン
ト
ネ
ル
の
鷲
見
、
邸
ち
イ
タ
リ
ア
シ
ラ
イ
グ
ヲ
災
の
幼
根
は
褒
芽
に
用
ひ
た
漕
艇
に
豊
光
を
時
四
す
が
、
ベ
レ
ュ

7
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
に

は
そ
れ
が
見
ち
れ
な
い
と
言
ふ
事
責
は
種
子
検
査
上
有
用
な
事
で
、
そ
の
後
そ
れ
に
就
い
て
多
く
の
研
究
が
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
・

γ
1
セ
ル
及
び
ラ
イ
シ
ハ
ン
〈

3
2・
3
は
む
雪
道

E
g
g
-肘
sassそ
の
他
の
種
類
、
叉

h
J
R
Sま
と

h
・
ミ
ミ
h
b
E
S

の
交
配
種
等
を
用
ひ
て
、

と
の
現
象
を
研
究
し
、
壁
光
の
性
質
は
一
年
生
に
仲
ひ
、
叉
大
抵
有
世
に
伴
っ
て
ゐ
る
と
言
ふ
結
論
b
t
得
て
、
H
ゲ

シ
ト
ネ
ル
の
費
見
を
確
め
た
.

コ
ル
キ
ル

2
3も
そ
の
遺
傍
を
研
究
し
・
根
が
鴻
艇
に
盛
光
を
費
す
性
質
は
、
皐
純
メ
ン
デ
ル
式
に
分
種
す
る
便
性
形
質
で
あ
っ
て
.
又

無
盛
光
の
も
の
は
無
官
、
有
壁
光
の
も
の
は
有
世
で
あ
る
と
述
ぺ
て
ゐ
る
・
ウ
ッ
ド
フ
ォ
ル
ド

2
M。
・
巴
ご
も
同
様
た
結
果
を
得
、
叉
ヲ
オ

イ

3
p
s
v
も
-
-
A
1
ジ

1
『
ア
ン
ド
の
ラ
イ
グ
ヲ
ス
を
研
究
し
て
、
同
様
た
事
を
述
べ
て
ゐ
、る。

-
明
外
線
に
よ
る
畿
駒
田
の
蛍
光
の
研
究

第
一
級

二
五
九



場
外
・
に
よ
る
昌
碩
臨
曹
の
震
光
の
国
明
究

二
六

O

濁

日

国

帽

併
し
ト
ラ
ジ
ヌ
ル
及
び
ヲ
イ
ツ
プ
三
回

H
S
は
ウ
4
a
F
ラ
ヲ
イ
グ
ラ
ス
ミ

E
g
g
-吋
官
官

B
)
及
び
そ
れ
と
ペ
レ
ュ
ア
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス

と
の
交
配
種
に
就
い
て
と
の
現
象
配
研
究
し
、
豊
光
の
性
質
と
『
年
生
と
の
相
闘
は
金
《
偶
然
で
あ
る
事
&
一
本
し
た
e

ウ
イ
メ
ラ
ラ
イ
ダ
予

ス
の
自
花
受
潤
し
た
手
嘉
門
司
年
生
で
種
芽
床
上
に
蛍
光
bz
生
や
る
ら
O
と
生
巴
な
い
も
の
&
が
見
ら
れ
た
。
叉

F
a
-句
E
-
S
に
於
て

は
千
年
生
で
あ
‘
る
が
、
金
4
豊
光
を
生
巴
な
い
官
曹
を
述
べ
、
品
ツ
イ
メ
ラ
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
』
口
・
立
、
を
遣
と
』
P
-
Sミ
hqh-2S
と
の
雑
種
で

あ
っ
て
、
『
匂
の
種
に
は
相
営
し
な
い
も
の
で
た
い
か
と
一
育
Q

℃
ゐ
る
。
又
ヲ
イ
y
h
y
及
び
マ

1
セ
ル
〈
∞
同
V

も
後
に
霊
光
の
有
無
&
世
の

有
無
、

引
等
生
等
と
の
聞
に
は
連
鎖
が
な
い
と
漣
J

司

τ薗
設
を
訂
疋
し
宅
ゐ
る
@

更
に
且
ル
ソ

u
r
s
u・
ま
)
に
よ
る
と
、
彼
は
ペ
レ
ュ
ア
ル
ラ
イ
ダ
ラ
ス
の
純
系
を
育
成
レ
た
が
、
H
r

ヨ
急
q
e
E
S
の
様
た
畳
光
を
費

す
る
も
の
が
あ
や
た
。
唯
ス
ウ
ェ
t
d
T
Y
白
品
種
切
言
。
3.a
だ
け
は
金
〈
畳
光
を
生
巴
な
か
っ
た
が
、
そ
の
他
の
も
の
で
は
盛
光
を
生
守
る

・

も
@
と
生
じ
た
い
も
の
&
が
夜
々
で
、

u
v
y
ト
ネ
ル
の
方
法
は
帳
り
確
か
で
は
怠
い
と
油
ペ
て
ゐ
る
弓

v
t
N
7
・ぺ
l
B
1
7
ゼ
ン

Aa}に
よ

る

&，、
ペ
レ
旦
ア
ル
ラ
イ
グ
ヲ
ス
・
中
に
も
溢
紙
に
蜜
光
量
現
す
佃
慣
が
あ
る
が
、
千
タ
リ
ア
シ
ヲ
イ
グ
ヲ
ス
は
犬
部
分
壁
光
を
生
占
r
る
か
ら
，

市
販
の
4
タ
F
ア
M
F

ヲ
イ
グ
ラ
ス
種
子
中
、
畳
光
を
時
現
巴
ゑ
い
粒
の
教
が
混
在
す
る
J

司

ν
=
T
ル
ラ
イ
グ
ラ
ス
種
子
。
最
小
の
含
有
事
b
E
示

す
‘
の
で
お
ら
A
3
1
e
渇
ぺ
て
ゐ
る
・

結
局
S
7
y
ト
ネ
ル
の
盈
見
も
、
般
自
身
陸
地
の
異
っ
た
多
く
の
試
料
を
調
茶
し
た
上
で
な
け
れ
ば
一
般
的
に
臆
用
す
べ
き
で
な
い
と
言
9

て
ゐ
る
様
に
、
あ
る
帰
阿
慨
さ
れ
た
範
圃
に
し
か
遁
確
で
な
い
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
・
近
時
ラ
ン
プ
ト
ン
(
]
。

3
は
ア
メ
リ
カ
産
の
ラ
イ
グ
-
7

ス
に
就
て
研
賞

L
・
也
到
。
様
に
述
べ
て
ゐ
る
・
崎
ち
オ
レ
ゴ
ン
州
に
栽
培
さ
れ
る
ラ
イ
グ
ラ
ス
は
混
合
形
で
、
主
に
蹴
桝
系
統
の
イ
タ
リ
ア

U

ラ
イ
グ
ヲ
泳
、

一
一
部
は
ベ

μ
2
ア
ル
ヲ
イ
グ
ヲ
ス
で
あ
る
。
野
生
の
ヲ
f
グ
ラ
ス
且
主
に
ベ
レ
二
，
ル
で
②
る
・
栽
培
ヲ
イ
グ
ラ
ス
申
K



に
幼
担
棋
が
豊
光
を
避
す
左
苛
同
ふ
形
脂
質
は
、

種
の
特
徴
と
仕
る
様
仕
も
の
で
ゑ
く
、
バ
ピ
H
ヲ

(ぐ、
P
4
H
F
0
4
V

の

z
g
&
o
h
P
E
a富
山
ロ

-
へ
レ
品
ア
ル
の
混
っ
て

b
る
割
合
は
、
蟹
先
に
よ
る
と
五
%
位
に
念
切
恥
育
成
し
て
調
査
す
れ
ば
一
%
以
不
に
怠
る
。
叫
し
V

且
ア
ル
マ
念
h
p

が
、
盛
光
b
t
生
ヒ
念
い
も
の
も
あ
り
、
叉
栽
培
ヲ
イ
グ
ラ
ス
を
い
く
ワ
か
の
ダ
イ
プ
に
分
け
る
事
も
、
あ
去
り
色
々
歎
郵
貯
績
が
組
合
さ
っ
て

ゐ
る
か
ち
難
し
い
.

h
-h町
a
g
め
種
は
亙
ひ
に
交
雑
し
易
い
も
の
で
あ
夢
、
結
局
そ
れ
を
如
何
に
分
類
す
る
か
と
言
ふ
事
に
な
る
。
併
し
、
費
芽
し
た
温
紙
上

債
の
あ
る
聾
売
が
見
ら
れ
て
ゐ
る
.

劃
膏
外
側
に
よ
る
‘
衡
の
鐙
光
の
研
境

第
一
組

二
六

究
開
岡
山
即
時
町
内
髭
詑
等
に
よ
っ
て
考
へ
ら
れ
る
様
に
、
ト
え
一
言
語
の
各
置
の
中
に
平
行
的
に
存
在
す
る
一
ワ
め
遺
侮
因
子
に
よ
る
饗
異
で
は
た
い
だ

ら
ろ
か
。
そ
し
て
叉
、

ト
-hw.
民
事

の
各
種
類
に
於
糾
り
る
そ
の
遺
偶
因
子
の
分
布
頻
度
は
地
敏
的
に
異
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
ラ
。
と
に
か
く
聾

光
を
生
也
y
る
e
ζ

骨
ロ
ふ
形
慣
が
、
他
の
種
の
批
判
積
・
と
な
る
形
債
と
如
何
な
る
強
さ
の
連
鎖
&
持
。
て
ゐ
る
か
を
知
る
事
に
よ
り
、
盛
光
に
よ
っ

て
ど
め
程
度
の
離
さ
を
以
吃
、
ラ
イ
グ
ラ
只
の
慣
を
区
別
出
来
る
か
定
拘
り
縛
る
と
考
へ
ら
れ
る
・

穴
、
種
手
以
外
の
農
産
物
の
蛍
光
に
就

τ

穀
物
め
粉
め
畳
先
住
就
て
は
グ
ル

ν
ス
タ
イ
ド
ル

S
H
V、
ザ
イ
デ
ル
ハ

HSM
等
が
報
告
し
て
ゐ
る
。
併
し
小
萎
や
ラ
イ
婆
の
粉
は
何
れ
も

伺
桜
島
弘
車
問
色
の
豊
光
を
穫
し
、
蛍
光
で
ゆ
ぞ
の
種
類
を
直
別
出
来
た
い
様
で
あ
る
。
と
れ
ば
匹
乳
の
盛
光
は
種
子
表
面
の
盛
光
に
較
べ
て
一
様

で
あ
る
た
め
で
あ
ち
ろ
。
ザ
イ
ヂ
ル
に
よ
る
去
、
小
萎
の
掛
と
』
フ
イ
萎
の
鞍
と
は
埜
光
に
£
つ
て
は
区
別
し
難
い
。
併
し
智
通
叫
ん
績
で
晴
〈

見
え
る
粉
め
方
が
↑
般
に
闘
い
盛
光
佐
渡
す
る
.
そ
れ
は
繊
維
素
の
た
め
で
あ
ら
う
と
越
ぺ
て
ゐ
る
。
豆
類
mw
一
粉
忙
は
種
類
に
よ
b
夫
身
特



業
外
線
に
よ
る
般
駒
の
蛍
光
の
研
究

粉
の
畳
光
は
叉
顕
微
鏡
的
に
観
察
さ
れ
て
ゐ
る
・
そ
の
方
法
は
石
英
ガ
ラ
ス
等
の
紫
外
棋
を
吸
牧
し
な
い
集
光
器
を
用
ひ
れ
ば
、
普
通
の

第
一
級

二
六
二

顕
微
鏡
で
十
分
で
あ
る
。
グ
ル
ン
ス
タ
イ
ド
ル
に
よ
る
と
‘
粉
を
水
で
撮
す
よ
り
乾
悼
し
た
ま
h

で
検
鏡
す
る
方
が
よ
〈
、
前
述
し
た
様
に

粒
の
各
組
織
で
盛
光
が
異
O
て
ゐ
る
か
ら
、
色
K

た
盛
光
を
殻
す
る
粒
子
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
K
よ
っ
て
精
自
の
程
度
等
が
制
り
、
文
一
定

の
も
の
と
比
較
す
れ
ば
猷
料
が
そ
れ
と
同
一
で
あ
る
か
否
か
を
知
り
得
る
と
の
事
で
あ
る
。

細
か
い
種
類
の
鑑
別
は
困
難
で
あ
る
が
、
混
入
し
た
異
物
を
鷲
見
す
る
事
は
容
易
で
あ
る
。

カ
ツ
ペ
り
イ

S
・
g-HH〉
に
よ
れ
ば
、
腕

豆
の
粉
が
小
委
の
粉
に
混
じ
た
も
の
は
容
易
に
鷲
見
さ
れ
る
。
又
無
機
物
が
混
っ
て
ゐ
て
も
容
易
に
判
る
。
又
脂
肪
の
含
有
率
に
よ
っ
て
も

異
た
る
様
で
あ
っ
て
、
カ
ツ
ペ
リ
昨
脂
肪
を
含
む
だ
豆
棋
は
明
る
い
黄
維
色
の
盛
光
を
聾
す
る
が
、
脂
肪
を
取
り
去
る
と
カ
ナ
リ
1
色
に
な

る
。
叉
小
委
船
を
と
れ
に
加
へ
る
と
吠
第
に
盛
光
が
青
紫
色
に
費
る
と
越
パ
て
ゐ
る
。

粉
ー
と
共
に
.
A

ン
わ
盛
光
も
観
察
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
何
等
有
用
念
結
集
は
縛
ら
れ
て
ゐ
た
い
様
で
る
る
。

そ
の
他
の
農
産
物
、
食
料
品
に
闘
す
る
盛
光
の
研
究
を
簡
単
に
列
酎
帯
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
ピ
1
ベ
ル
及
び
グ
ル
ム
バ
ッ
ハ

2
0
C

叉
、
マ
ル
ク
ス
及
び
メ
ル
ケ
シ
シ
ユ
ラ
1
Hゲ
ル

ngu
は
潟
鈴
箸
の
盛
光
を
観
察
し
、
品
種
に
よ
り
切
断
面
に
ん
定
の
盛
光
が
見
ら
れ
る
モ

述
べ
た
。
併
し
ゲ
イ
エ
ル
之
ご
は
同
じ
品
種
で
も
年
齢
や
外
界
の
傑
件
に
よ
っ
て
異
&
り
、
盛
光
に
よ
っ
て
馬
鈴
薯
の
品
種
を
鑑
別
す
る

事
は
困
難
で
あ
る
と
漣
ベ
て
ゐ
る
。

シ
ユ
メ
ラ

1

2ご
も
同
様
仕
事
を
述
べ
て
ゐ
る
。

ハ
イ
テ
イ
シ
ヂ
ル
及
び
ラ
イ
ヒ

Q
ご
は
牛
乳
、
卵
、
パ
夕
、

マ
ー
ガ
リ
ン
等
の
盛
光
を
観
察
し
て
ゐ
る
。
そ
の
方
法
は
試
料
を
薄
い
暦

又
は
粉
末
と
す
る
か
、
畳
光
注
意
し
な
い
熔
媒
に
溶
か
し
、
盛
光
b
z
費
し
な
い
硝
子
容
器
に
入
れ
て
、
観
察
す
る
。
牛
筑
は
カ
ナ
リ
1
色
の

盛
光
を
費
す
る
が
、
タ
リ
l
ム
&
含
ん
で
ゐ
て
も
ゐ
な
く
て
も
盛
光
に
は
を
が
な
い
c
卯

T
#卵
殻
峠
赤
い
盛
光
を
脅
す
る
が
、
日
光
K
曝



す
と
そ
れ
は
失
は
れ
る
・
叉
盛
光
に
よ
り
卵
白
の
新
習
を
知
る
事
が
出
来
る
と
の
事
で
あ
る
。

シ
エ

l
ン
ヴ

1
テ
ル
〈
同
。
ど
も
卵
の
盛
光
を

研
究
し
て
ゐ
る
。

置
の
繭
、
生
綿
、
誕
の
髄
液
に
は
、
紫
の
畳
光
を
聾
す
る
系
統
と
糞
色
の
畳
光
を
聾
す
る
系
統
と
が
あ
っ
て
、
数
多
く
の
研
史
が
報
告
さ

れ
、
叉
そ
の
鑑
定
に
賓
同
化
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
教
に
は
略
す
る
。
そ
の
他
、
蝋
(
ア
ル
ム
プ
ル
ス
テ
ル
・

3
酢
(
ヤ
シ
ケ
及
び
ハ
シ
ス
・

8ν

等
の
盛
光
も
研
究
さ
れ
て
ゐ
る
。

畳
光
の
観
察
は
以
上
の
様
な
農
撃
的
分
野
に
於
け
る
と
共
に
、
生
化
製
、
生
理
事
、
解
剖
接
、
細
菌
製
及
び
皆
謬
等
の
分
野
に
於
て
、
重

要
な
一
つ
の
研
究
方
法
で
あ
っ
て
、
盛
光
の
研
究
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
そ
れ
ら
の
進
歩
も
少
く
な
い
。
又
ミ
ク
ロ
テ
ク
旦
ツ
タ
に
於
て
は
、

自
然
の
献
態
で
盛
光
を
費
し
な
い
材
料
を
、
特
殊
な
盛
光
を
穫
す
る
色
素
〈
フ
ル
オ
ロ
ク
ロ
ー
ム

E
z
a
R
V『
o
g
と
組
掃
さ
れ
る
〉
の
極

く
梼
薄
な
液
で
生
髄
染
色
し
、

検
鏡
す
る
事
も
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
。

そ
れ
は
二
次
盛
光

2
R
S
E
q
凶

5『
gngsv
と
呼
ば
れ
る
。

併
し
此
等
の
分
野
に
就
て
は
と
L
に
は
述
べ
な
い
。

七
、
結

論

以
上
に
述
べ
た
の
は
現
在
ま
で
相
官
多
数
に
費
表
さ
れ
て
ゐ
る
報
文
の
ニ
怖
に
よ
る
も
の
で
る
る
が
、
併
し
農
業
方
面
に
於
け
る
盛
光
に

闘
す
る
業
績
の
大
要
を
展
望
し
得
る
と
思
ふ
。

物
質
の
化
率
的
組
成
の
差
に
よ
り
盛
光
の
著
し
く
異
る
場
合
が
あ
っ
て
、
そ
の
様
な
場
合
に
は
盛
光
に
よ
っ
て
二
つ
の
も
の
の
差
を
簡
単

に
指
示
す
る
事
が
出
来
る
。
前
述
し
た
様
に
農
業
方
面
に
於
け
る
盛
光
の
研
筑
も
、
そ
の
目
的
は
主
に
鑑
定
に
あ
っ

τ、
右
に
述
べ
た
報
文

察
外
線
に
よ
る
叡
衡
の
蛍
光
の
研
究

第
一
鰻

こ
六
一
二



豪
外
線
に
よ
る
股
駒
の
蜜
光
の
研
究

宙
開
一
般

二
六
回

の
多
〈
除
試
料
の
種
類
や
品
質
等
に
よ
っ
て
盛
光
が
異
ら
念
い
か
否
か
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
観
察
は
主
に
、
作
物
、
牧
草
等
の
種
子

又
は
幼
植
物
に
就
て
録
さ
れ
、
す
で
に
研
究
さ
れ
た
試
料
の
種
類
は
少
〈
な
い
。

併
し
、

ラ
イ
グ
ラ
ス
、
燕
姿
、
書
見
科
の
二
、
一
二
種
を
除
け
ば
、
近
似
の
種
類
の
聞
に
盛
光
に
明
瞭
た
差
異
の
あ
る
場
合
は
稀
左
様
で
あ
り
、

品
種
鑑
別
を
目
的
2

と
し
て
は
徐
h
p
有
墜
事
他
方
法
と
は
曾
べ
な
い
と
思
は
れ
る
・
小
委
等
に
於
て
は
同
一
試
料
中
に
種
K

ゑ
筆
先
b
t
奮
す
T
Q
粒

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
盛
光
は
環
境
に
よ
っ
て
費
り
易
い
事
が
考
へ
ら
れ
る
が
、
そ
の
費
化
の
機
構
は
明
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
叉
他

.

の
品
質
と
の
聞
係
も
よ
く
判
ら
左
い
様
で
あ
る
。
陪
っ
て
前
述
し
た
様
に
、
識
別
法
と
し
て
は
顕
著
な
差
の
あ
る
特
殊
念
場
合
に
だ
け
有
用

で
あ
ら
う
.
此
等
の
報
文
か
ら
は
各
種
の
作
物
に
就
て
夫
k

そ
の
鑑
定
に
盛
光
が
如
何
に
利
用
さ
れ
得
る
か
を
論
や
る
事
は
出
来
泣
い
の
で

あ
る
。と

の
研
攻
め
困
難
は
、
畳
光
を
E
確
に
敷
字
や
言
語
に
表
現
出
来
念
い
事
に
あ
る
・
畳
品
ん
は
光
輝
で
あ
ワ
て
、
勿
論
槙
準
色
の
様
去
も
の

で
表
現
出
来
島
払
い
。
先
電
他
や
ス
ペ
ク
ト
ル
で
測
定
す
る
事
も
提
唱
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
粉
や
椿
液
の
様
た
均
一
な
材
料
で
た
け
れ
ば
困
難
で

あ
ら
ち
.
肉
眼
的
に
観
察
す
る
だ
け
で
は
、
相
官
顕
著
な
差
の
あ
る
場
合
に
し
か
確
か
で
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
困
難
に
殺
て
は
上
越
の

研
究
者
撞
が
種
k

越
ベ
て
ゐ
る
.

併
し
種
K
念
試
料
が
夫
k

特
徴
の
あ
る
盛
光
を
聾
す
る
と
す
れ
ば
、
共
等
の
鑑
定
に
あ
る
程
度
は
役
立
つ
筈
で
あ
る
。
そ
れ
を
明
か
に
す

る
に
は
、
先
づ
あ
る
種
類
の
難
物
に
於
て
、
生
の
中
に
如
何
怠
る
畳
光
の
費
国
興
が
存
在
す
る
か
、
又
僚
仲
に
よ
っ
て
如
何
に
費
化
す
る
か
、

他
の
形
質
と
如
何
な
る
聞
係
が
あ
る
か
等
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
う
て
盛
光
そ
の
も
の
の
費
異
と
費
化
に
就
て
統
計
的
な
研
究
を
す
る

事
が
必
要
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
・
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